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抗結核 活働 性免疫 ノ獲得ニ 於 ケルAOト 結核 菌

「コクチゲ ン」トノ效力 ノ比較實驗

第6報 活働性 兎疫最大獲得程度 二立脚 セル1司一毒 力 ノ

AOト 結核 菌「コクチゲ ン」トノ敷 力ノ比較

京都帝國大學醫學部外科學教室(鳥潟敏授指導),

大學院學生 醤學 士 河 田 幸 一 郎

緒

AOト 結 核菌 「・クヂゲ ン、トノ毒力 ノ比 ハ4:

3ナ ル コ トガ立謹 セ ラレタ リ(第4報1。

此 ノ割合 テ以 テ雨免疫元 ノ用量 テ種 々二愛更 シ

同一毒力ナ レ ドモ其 ノ強度 ガ蓮加 シテ1.2及 ビ

3ト ナル様 二AO又 ハ結核菌 「コ クチゲ ン」ノ相

當量ラ注射 シ爾他同一條件 ノ下 二血 中産生増容

素 ノ増加程度 テ 比較 シタルニ 其 ノ檜 加程度 ハ

AO3.0耗 、結核菌 一コ ケチゲ ンー4.0耗 ナ ル同 一

毒力程度(毒 力強度21ノ 場合 二於 テ最大 ニ シテ

シカモ増容素檜加程度 ハAOニ テハ0.05ナ ル

言

二比 シ結 核菌 「コクチゲ ン」一テハ0.09ニ シ テ、

結核 菌 「コクチゲ 物 ノ抗原性能働力 ノ方ガ明 白

二大 ナルコ トが立謹 セ ラレタ リ(第5報)。

本報 告 ニテハ此 ノ如 キ關係 ガ活動性免疫程度 テ

指標 トスル コ トニ ヨリテモ亦 タ果 シテ立謹 セ ラ

ル ・ヤ否 ヤテ研究 セ ント欲 ス。即 チ此 ノ研究 一

ヨリテ抗艦産 生能働力 ノ大小 ト活働性免疫獲得

程度 ノ大小 トハ相互 二關聯 斗有 スルモ ノナ リヤ

否 ヤ ノ事項 テモ併 セテ解明 セ ン ト欲 スルモ ノナ

リ。

實験材料

1.試 翫 第5報 二述ベ タル ト同一試獣 テ其儘

試用ス。

2.感 染 用人型生結 核菌液。 第1報 二述 ベ タル

ト同 一株、同一 方法 一テ調製 シタル菌液 ニ シテ、

含菌景約0.OOO71ai(鳥 潟 教授沈澱 計1度rl)ナ

リ。

實験方法

第5報 二於テ免疫元注射後3週 間目拉 二5週 間

目二血液各3.0耗 ラ其 ノ頸静脈 ヨリ探 リテ該血

清ニヨル結核菌 ノ檜容反慮 テ験 スルコ トニ使用

シタル海瞑群 二更 二1週 間ノ休養 テ與へ、即チ

冤疫元注射後6週 間 ニシテ感染用人型生結核菌

液0.5耗 宛 一i,b腹腔 二注射 シ経過 ラ観察 セ リ.

實 験 第1AO1.5耗 結 核 菌

「コク チ ゲ ン」2 .0耗 ノ場 合

所 見ハ第1表 拉 二第2表 二示 サレタリ。
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第1表AO1。5琵 ノ腹腔 内 注 射 ニ ヨ'レ免 疫 敗=果

試 獣 番 城IN肌12111翫127

298

N・.4・281N・ ・4291NTre43・!乍

316322

均

1・!V肥 重

111V週 川 ・喰 減!櫨9匝

豊8!V週1昌1ノ ●判訂減1艘 重

251V週ll"ノ 増 減1舶1τt

11VI週 川 ・塘 減!燈 亘

8!VI週1湖 ノ増 減!燈 。「㌃

15!VI潔 藤 減梛

22!VI週ll闘 ノ判自r減1舶!fi

29!VI週1"1ノ 培 減 ノ膿 重

6/V皿 週 「1嫡ノ培 減1饅 重

13!皿 週 間 ・場減1惚亜

201V皿 週1}{1ノ,tdR減/髄 重

27!V皿 週 間 ノ塘減'盟 重

31▽皿週間ノ堆減1胆重

10/V皿 週 間 ノ壇 減1髄 重

休養期間中艦重ノ推移

死 亡 時 饅 重

死 亡 時饅重 ノ減少

感 染 後 生 存 日 数

肋 膜

腹 膜

315

十27!342

-2!340

十15/3S5

一7/348

十15/363

一1!362

一8/351

十14/368

-21/317

--171330

-25/305

一7/298

一8/290

・-25/265

十47

265

-97

剖

大 網

56

表面粗 ニノテ慮
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歴二滲出液 ア
リ

梱濁充血 シ、
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27.0

表面顧粒状
粟粒大乃至帽
針頭大 ・乾酪
結節 ヲ認ム

4.3

表面不滑少数
ノ構子襟結節
つ認 ム

13.5

硝
散亀ヲ

滑
益
卒
結
面
楳

ス

表
子
見

1.6

炎面1曳滑
粟粒大硝子糠
結箭 ヲ散見ス

11.5

同

.正

テ
リ

ヲ

不

シ
ァ
節

凸

二
斑
結

凹
色

黄

・

}
一〇氏

魏
貌
塾

正

ノ
ヲ

不
状
節

凸

唄
結

凹
島
性

ス

面
正
酬
見

炎
不
乾
散

」19

斑
乾
散

,

、
ヲ

滑
色

ス
而

卒
黄

呈
結

面
白

ヲ
性

フ

表
灰
鮫
儲
目

二
唄
結

状
鳥
性

ス

粒
正
醜
見

顧
不
乾
散

面

テ
ノ
ヲ

長

シ
状
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!1.41

17.3

69
噌

第2炎 結 核 菌 ノ「コ 〃 チ ゲ ンー2.OitEノ 腹腔 内注 射 ニ ヨル免 疫Wh-1i

試 獣 番 判 翫 覗1}翫4221NL423:翫424N臥425辱 均

鯛 饅 重1295 1305308312292302 .4

11/V週 間 囎 滅槌 重」+25,320
一一　

十13'318十18/326十8'320十1s!310十16.4き
18V週 間 ノ堵 減 ノ膣 重 十4324十101328十241350十1(1330十32/342十16.0_一 一 一 一一一
251V週 間 ノ培 減1饅 重 十213婁5+3!331+5/355-31327-2'3専0+4.8

一 一

1/VI週 間 ノ堵 減1饅 重 一7338十93400/355-2/325-5/335-1.0
一

81VI週 間 ノ場'減 ノ髄 重 一8330十18/358--141341-81317十131348十 〇.2

・51曜 霧 縷 減1麗+・ 鰯9-・1347+151356+・8335+2237・+・2・6胤4

-一 一一

丙西f週間ノ増減/饅重

22VI週 間 ノ堆 涼'饅 重 十31352-12/335十5/361-21333+151385十4.8
●

「 幕51367・ ・1335-1・ ノ351-5!328+・71⑳2+3.4

6!▼皿週 間 ノ堆 減1饅 重 一71360十13'348十11352十12340十151417十6.8

131V皿 週 間 ノ堆 減 曜 重}-131347-81340-171335-101330-271390-15.0

20/V皿 週 間 ノ壇 減!饅 重 一5342十6346-121323十3/333-27363-7.O
l

鵬 器1暑護1調 ≡灘 ≡1彩1器謡11111≡鷺1塁i≠瀦 ≡ll…1
10!鴨 週 間 ノ堆 涼!饅 重 一311271-16290//-17!303-21・3

休養期間中盟重ノ推移 十54十42十48十23十78十49.0

死 亡 時 髄 重256}267245260288263.2

死亡時騒 ノ渤 一931-8・ 盃 「-75一 殴 一搬

59感 染 後 生 存 日 数61541546258・0

剖

一 一

肋 瞬 滑1雫 滑1購 一 瀞 壷覧
'

腹 膜

1
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『
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牽

腸 間 膜騨 耀 喫 灘 蒙樺 　齢糊
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楡

所

見

右 肺
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皿
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2.9
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一

同
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ノll肺

一 一 一.一 一一

肝

一 一}

脾

所 見
一,一 一,

同 上

2.5

一3ガL{
;一 … 一 一曽L同

上 同 上

皿
一 一一

2.2 1.63.2 2.5

1所 見
9

表面凹凸不正
ニシテ粟粒 ノく

硝子棟結節 ヲ
散見ス

1

槻 鰯1麺1顯 穫
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7-　 皿
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一 一 一
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所 見 同 上
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　 一
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'表面顧粒状縁

邊不正形 トナ
リ後腹膜 二億

著ス、乾酪性
結筋 ヲ認 ム

一 一

騨 ・欝1
1副3.1 11.5 2,2i1.23.1 2.3

所見概括

第3表 同 一毒 力1AOト 「コ ク チ ゲ ン」

(毒 力 強度1)二 依 ノレ免 疫 敷 果 ノ比 較

ρ

AO1.5

菌

チ

。
02

核

ク
、
'

結
』

ゲ

免 疫 元 注 射 前 龍 重309.OL」 製礼タ

休 養 期 間 中 ノ盟 重 ノ塘減 十36.6十49.0

感 染 前 盟 重345.6351.4

死 亡 時 膿 重242.2

死 亡 時 髄 重 ノ減 少 一103.4

263.2

-88 .2

減 量 度1・ 1.9 1.5

感 染 後 生 存 日 数54.2

死

亡

時

臓

器

重

量

右

肺

左

肺

肝

脾

實 数

58.0

3.02.7

i封饅 重100瓦 1.2 1.0

病 攣 進 行度2V
_■v[

婁交3.OI2.51

0.0130。009

(0.011)i(0.009>

實

封 燈 重100瓦i1.211.0

病 難 行1IE2,(0.0150
.013)i(1:919)

實

封 盟 重100瓦

Ptl17.訊i711
7.1「6.5

病 墾 進 行度2)
0.0600.047
(0.008)(0.007)

實 婁女12.62.3

封 髄 重100武1.10.9

病難 行度2)(1:919):(9:911)

一11感染 當 日 ヨ リ死 亡 二至 ル マデ ノー 日卒 均 減 量

度
≧1盟重100瓦 二換算セラレタル臓器堆量度

(感染 ヨリ死亡二至'レ迄 ノー日卒均培量度)

(2内 ノ敬値 ハ死亡嘲 薩器重量毎1.0瓦 二換ナ

算サ レタ'レ臓器壇量度即チ臓器ノ罹患程度

リ。

特 一=注目ス可 キ所 見 テ概括 表示 セル ニ第3表 テ

得 タ リ。

仁實験 ノ開始期 ハ5月 初 旬ナ リシ罵 メ實験 ノ後

牛期 二急激 ナル暑氣 二遭 ヒ試獣 ハ著 シク健康 テ

害 セ ラレ績 々艶死 シタル結 果、卒均生存 日数 ハ 『

雨 群共 二小 ナ レドモ、 ソレニテモ猶 ホ且 ツ結核

菌 「コ クチゲ ン」免疫試獣群 二生存期間卒均3.8

日 ノ延長 テ認 メタ リ。

休 養期 間中 ノ盟 重 ノ推 移 ハ當時 ノ好季節 二恵 マ

レ雨群共 二檜 加 セル テ認 メタリ。雨群間 ノ差 ハ

結 核菌 「コ クチゲ ン」群 ノ方 ガ12.4瓦 ダ ケ大 ナ

リ。即 チAO試 獣群 ノ檜加 量 ノ約4/3倍 二相當

スo

感染後禮重 ノ週間檜減卒均 二於テハAO群 ハ第

1週 滅少、第2週 塘加以後減少、結核菌「コクチ

ゲン」群 ハ減少 ノ時期 ラ示 サズ シテ第4週 マデ

連綾的 ノ檜加 デ認ム。

感染後膿重 ノ減量度 二於テハ結核菌「コクチグ
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ン」群ハAO群 ヨ リモ約1ム ダヶ小 ナ リキ。

禮重100瓦 二封xル 臓器檜量度 二就 テ比較 スル

モ亦 タ同様 二AOヨ リモ結核菌 「コクチゲ ン」ノ

免疫力 ノ方 ガ大 ナル コ トテ認 ム。

之 ラ要 スルニ結核 菌 「コクチゲ ン」2.O立毛ヲ腹腔

内二注射 セラレタル海瞑 ハ同一毒 力 ノAO(1.5

蝿)ラ 注射 セラ レタル 梅狽 二比 シテ 結核感染後

ノ病痩進行程度明白 二小 ナ リキ。

實 験 第2AO3.0妬 結 核 菌 「コ

ク チ ゲ ン」4.O立毛 ノ場 合

所 見ハ第4表 及 ピ第5表 二示 サ レタ リ。

第4表AO3.0蝿 ノ腹腔内il射 ニヨル免疫敷果

試 獣 番 號N臥406 Nr㌔407 Nr.408 N浩409 翫41・ 匪 均

51皿 胆 重13321325
1 13101308

329 320.8

・・2ノ皿 週間囎 減1糎}+13/3451-5!320 ,十213121十12!320 一4/325 十3.6

19畑 週 間 ノ培 減1饅 重1十3313781十351355;十181330 十121332 十151340 十22.6

26畑 週 間 ノ培 減!饅 重 十121390;十37/3921十151345 1 十271359 十371377 十25.6

2!IV週 間 ノ培 減!饅 重1十513951_17!375十25/370 一6!353 一9/368 一 〇.4

9/IV週 間 ノ培 減/饅 重 一313921十131388十31373 一7/346
「 十121380 十3.6

・6/1囎 膿 減纒1+・8141・1+4!392+認1396…+・ ・1356 一81372 1+9
.御385.5

2311V週 間 ノ増減1騒 ・14・・-7/3851-3・13661-1!355 一22!350 一12.0

3011V週 間 ノ増 減1饅 重 一6/404十2314081十36/402i十401395 十23/373 十23.2

71V週 間 ノ培 減1饅 重 、+15/419-51403

一一皿
一12/390;+151410 十21375 十3.0

`

141V週 間 ノ増減 ノ饅 重1-79/340-311372 +21392[+121422 十251400 一14 .21
211V週 間 ノ壇減1饅 見 一19/331--71365「-171375十131435 一31397 一6 .6

281V週 間 ノ増 減1饅 重 一16!3コ5十1313781-19!356-30/405 一311866 一16 .6

4/VI週 間 ノ増 減1饅 重 一313121十9!387-8!348・-21!384 一821334 一11 .0
1

1・1VI週間 囎 減1騒/i_47134・1+2!35・-1!383 一411293 一21 .7
『

18/VI週 間 帽 減 ノ糎/-6/3341-・2/338:-211362 / 一13 .0

251VI週 間 ノ墳 減1盟 重/-14/3201/-8!354 / 一11 .0
一 一 薗_一一

21V皿週間ノ堆減1饅重/-221398/-38/316 / 一30.0
}一 一

休養期間中饅重ノ推移+78十67十86+48
「

十43 十64.4___!
死 亡 時 盟 重290285[315;302 293 297.0

死 亡 時 饅 重 ノ減 少 一120

一一1
-107--81-54

[

一79 一88.2

感 染 後 生 存 日 籔51 7867・78 56

166・0

剖

i

梱濁 充血 シ少
肋 膜 卒 滑 雫 滑 李 滑 量 ノ滲出液 ヲ,

認 ム

1

潤濁充血 シテ1
粗 ナル繊維素
性禦片 ヲ附著
ス、血液性滲

出液ヲ充セリ
1

腹 膜簾 雛 亭 滑雛盤 霧 総
散 見スIlヲ 散見ヌ 充血ヲ認 ム

乾酪性結節 ヲ
散見シソノ周
園 ノ楓濁充血
ヲ認ム

lI

大 網 膜鐸 雛 萎郷 繁 翻 燃1繋
1

昔シク肥厚 シ
テ乾酪性結節
ヲ散見ス

i

腸 間 膜贋巴腺腫ヲ螺 騨 灘 纏 礎巴腺腫ヲ認淋巴腺腫多倣テ認 ム
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_一 一 一rr-●一 → 凶軸 _▼ ▼ 瞬 暫一 鼻一 -■■りF層一一一一 ㎝9謄

・部 ハ帯 紅 灰
赤褐色ニシテ

6
'

検 右 肺
所 見

淡紫灰色、粟
粒人硝 チ棟紹
節 ヲ散見ス

紫灰色、粟粒
大灰r1色 ・硝
子槌鞘節鮒i在
ス

略 赤 色 。 粟粒
大ノ火n色 耐 子

梯 ・魚1櫛 ヲ散

見 ・

白 色 、 一・部 ハ

帯 黄灰 白色 ノ

斑 紋 状 ヲ 呈 ン

結 緬 多敬 ア リ

ソノド後郁ハ

暗赤色肝梯粟
粒大結節鮎在
ン水中二沈下

:
」

「

膨

ρ 水中二沈下ス ノ. 匡

重 3.1 3.1

　 ,一 一 一

3.0

一,一 曹一一

3.2
一 一 一,,一

一一 一

2.7
■ 一 一一 一

一 一 一
3.0

}r 一 炉甲 一 一 _一}一 一

談亦褐色ニシ

一 一 一 一

テ粟粒人硝子

所 見 同k lr」lL 同L 1司L 梯 ノ結節 ヲ散
所 ノ1川1 見 ス,水 中 二

沈Fセ メ
一 一_

lE
一

2.6

}

3.0

___一 一 一}

2.5

一 一一}▼

3.0 2.5 2.7 露

,一 一 臨 一一 一 {一 _,一 一 一一一 一 一 一P層

見
肝

所 見

表面川凸不正
ニシア灰白黄

色網状 ノ斑紋
アリ、乾酪性

結節 ヲ認 ム

表面川凸不正
ニシテ少敬ノ

乾酪性結鮪ヲ
認 ム

褐色ニ シテ灰白
黄色 ノ斑紋
アリ、多励 ノ

乾酪性結緬 ヲ
認ム

表 面11Il凸不 正
ニ シ ア、 粟粒

ノく乃 至不 正 島

山與状 ・ト～∫た ノ、

乾 酪 性 結 節 ヲ

散 見 ス

表面挙滑少歎
ノ粟粒大硝f

楼結節 ヲ認ム

「

一} 一}曹 一 　 ㎝ 『 一一一

重 23.0 16.0 25.0 23・51 17.5 21.0
　}一 一 一 曽 レ'

脾
所 見

表面顧粒状ニ
シテ乾酪性結

節 ヲ散見ス

表面顎粒状乾
酪性結節ヲ散
見ス

表面顧粒状ニ
シテ多倣 ノ粟

粒大硝子標結
節 ヲ認ム

同 一繍 漿i
l塁」乞[}一 一 一一 　 一 一 一r-一 一 一,一

1重 4.0 3.6 6.5i5.613.5 4.6

第5表 結 核 菌 「コ クチ ゲ ン」4.OilEノ 腹腔 内 注 射 ニ ヨlv免 疫 敷 果

試 獣 番 號
一 一 一

5佃 留 重1

Nr401

3171

「翫4・21翫 劃 翫 剣 翫4・5h均
一 一 一 一 一}一 一

3083231315i3001312・6
1__112'贋週 間

・聡!糎1+813251+371?↓51+14/337+251340+291329+22・6

了彌 週 間 ・培 減1髄!+2213471+131358+6颪 「+5/345+認 ノ361+15.6
-　 一 『一 　 一一 1!1-一 一
26佃 週 間 ノ培 減/留 重 十161363十221380-11342十81353十9'370十10.8

　
2/1V酬 ノ轍 髄 』13135・1+1・/39・+88/3P・+2・/373-5鰯1+・ …

9!IV週 間 ノ塘 減1龍 重 十25/3751十813981)380十9/282十7372十9.8
11

16/1V羅 糠 減 糎

1-1・ ノ3851+1q〆4・8i+17β971+5'蟷,+211393-394・ ・一 一
23/1V週 間 ノ轍1騒 一1q/375

・ 一 邸90一9/388・-17　 370+23416i-6・2
130!IV週間 ノ培減/饅重一32!4071-8/382

,十35/423十14!384+30'446十20.6

7/V週 間 ノ轍 騒1+15/422i+43/4251+23!蜘+24/4・8+4145・ 十21.8

14!V週 間 ノ増 減1饅 重1十18q↓0:十8/433,-51441十7/415-12・ ↓38 十3.2

211咽 問 ・聡/騒1-3/4371+16幽gl+12瑠1-1314。2-18脚 一 、.21

281V週 間 ノ榊 騒i+11/必81+6/4551+7/46・ ・!4・2-4416!+4.・

41VI週 間 ノ塘 減1盟 重;-32!416
1一

一2/4531+5/465+19/421「+31/447・+4
・2

}11/VI週間 ノ培 減/髄重
1十41420

一 『}r_

-121441}-12/453十4!425--714401-4
.61

18/VI週 間 ノ増 減/艘 重1-5!415 一6/聡5』2。/433一15!41。 一 一 、8/422
」

一12 .8
925/VI週間 ノ塘 減/留重一18/397=15142・ 1+12員5 1一 遡31+16!紛8 一2 .4

2!VII週 間 ノ場 減1髄 重 一15/382}-22/398 一3!442 /}十18/456
1

一5 .5i

9/V皿週 間ノ増減/盟重 /i/ 一7/435
/1-26!430-16.5

「

161VII週 間 ノ壇 減/膣 重
一一

/1/ / /-351395 一35 .0

休養期間中饅重ノ推移 十68十100 +741+72!+93 十81.4

死 亡 時 饅 重368i355
__i
408i345i395374.2
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死亡 時髄重 ノ減少

感 染 後 生 存E歎

肋 膜

腹 膜

剖

大 網 膜

検 腸 間 膜

右 肺

所

1所 見

重一

左 肺
所 見

重

見

肝
所 見

重一

脾
所 見1

}
重1

一17

81

滑ZF

一53

82

繍
齋
・
大

シ

バ
含
成

部

テ
著
央
ヲ
形

晴
於
癒
中
質
ヲ

滑

膜豊 櫛 ヲ薯璽鰹 二罵

ム
型 ご

3.62.s

同 上 同 上

3.22.6

酪性結節アリ

L_-
25』27.O

l謹騨 癩 蒙響量翻辮 棲
ス

1.24.9

一一 一

一L-+'1一 叙`+2
一19 .8

・8974191 紹.4

1欝ll一 騰
1認 ム ス1一 一1

・卒 滑妹 桝 滑

芋努毒擁 鐙 饗副
ム 匿

　 層辱 一 一

淋巴腺腫多勲淋巴腺腫 ヲ葦淋巴腺腫 コ認
アllム ム1

一1

暗赤色ニシテ
下部ノ・肝懐 ト淡赤褐色ニン暗示色ニシテ
+リ 縁邊鏡 シ予粟粒大硝子栗紳k喬 子様

粟粒大結節監糠結節ヲ散見 講々 」多犠 ヲ跳
在 シ水中二沈 ス 窪「
下ス ・ 一 一 一 一 ゲ 十 一 一 一一

2.S
『 一

[一 嘱

2・4!
_コ3・ ・1一}一

同 上 同 上 同 上

2.12.03.1 2.6

暗赤色ニシテ奎騨 彙藪 表酪 ネ鞘

鱗 灘 蕪灘　一 一

19,521,024.5
一 一一

23.4
●

表面穎粒状、 表面顧粒状 二曜
粉粒大硝子糠 同 上 ンテ乾酪性結
結節ヲ散見ス 節 ヲ散見ス9

一 一

3.212.8rr3.gl 3.2

所見概括

所見 テ概括 セルニ第6表 テ得 タリ.

第6表 同一毒力ノAOド コク4rr/」

(毒力強度2)二 依,レ冤疫敷果 ノ比較

iA・訓 醗
免 疫 元 注 射 前 饅 重1320・81312・6 　
休養期間中ノ饅重 ノ培=減;十64・4十81・4

感 染 前 禮 童 鋤.2陣 蜘

死 亡 時 盟 重i297・ ・ 巨74・2

死 亡 時 饅 重 ノ=減 少;一 圏 ・2;-19・8

減 量 度1・1.310.2

感 染 後 生 存 日 籔

}右 陰 一一」麩
1封 饅 重100瓦

66.0

3.0

「 蔓「4
一

2.8

._玉 」皇1)・,x

㌔ 病難 行度・3:騨 騨

凝1籍 饅重、。6婁畜 撫
　 　 　 　 　 サ　　 　

剰 醐 病難 行度 §:蜘ll:縦

茎1霧 垂1謡L斗2111
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一,一 一 一 一一 一

ll鉦

病 四 進行 度2・
イ ー 一 一

0,050
!0.007)
『

0,028
〆O
.OO5)
一一

實 敬̀ 4.6 3.2

脾

一 口

野 冊 電100瓦
一 『,　 }

}『 町

1.5

}一 一一

〇.9
-　

病 坐 巡 行喪2}
0,020
(0.013)

0,009

⑩.010) し

1)感 染 常 日 ヨ1)死 亡 二盟'レ マ デ ノー07F均 減

最度
?)憧 碇100瓦 二換 算 セ ラ レタ'レ臓 器増 駈度

'(感 染 ヨ リ死 亡 二至'レ迄 ノー・日不 均培 脚 隻)

()内 ・数 値 ハ 死 亡時 臓 器IEI巳1毎1.0瓦 二換 算

サ レ タル臓 器 堀r吊度911チ 臓 器 ノ椛 患 程度 ナ

リ。

本實験 ノ開 始期 ハ3月 初旬 ・・.シテ試獣 ハ何 レモ

好適季節 二恵 マレヨ ク長期 ノ飼養 二耐ヘ テ其 ノ

観察 テ全 カ ラシメタリ。

李均 生存 日藪 ニテハAO群 ノ66.0日 二封 シ結

核 菌 「コクチゲ ン」群 ハ83・4日 ニ シテ17・4日 ノ

大 ナル延長 テ認 メタ リ。

本實験 二於 テハ無前塵 置健常海猿 ラ以 テ同時同

列 二封照實験 テ行 ハザ リシガ故 二免疫元 テ注射

シタルガ爲 メニ延長 シ得 タル眞 ノ生存 日撒 テ直

接 比較 シ得 ザ レドモ、第1報 二示 サ レタル結果

テ封照 ト爲 ス時 ハ無前慮 置海瞑 二於 ケル標準菌

液0.5耗 テ以 テ ノ結核菌 感染後 ノ生存 日鍬 ハ李

均41.2日 ナ ルガ故 二結核菌感染後 ノ生存 日撒

ノ延長(自Pチ 免疫元 ノ敷果)ハAOニ テハ66.0-

41.2=24.8日 、結核菌 「コクチグ ン」"テ ハ83.4

-41 .2-42.2日 ニ シテ、此黙 二於 テ結核菌「コク

チゲ ン」ノ敷二果ハAO二 比 シ42.2:24.8=1.7:

ユ.0即 チ約1.7倍 ナ リ。

免疫元注射後6週 間 ノ休養期間 二於 ケル禮重 ノ

書稚移 二就 キテハ爾群 トモナ曾力μテ認 ノタ リ。然 レ

ドモ結核 菌 「1ク チグ ン」群 ノ方 ガAO群 ヨリモ

17.0(%)瓦 グ ケ大 ナル埆 彙 テ示 シタ リ。

感染後船 重 ノ推 移 二就 キテハ最 モ著 シキ差 テ認

"タ リ.帥 チAO群 ニ テハ感染後3週Hヨ リ艦

、砂曾加停頓 シテ、却 テ減 少 シ來 ルニ反 シ、結核

菌「コ クチゲ ン」群 ニテハ感 染常 日 ヨリ引績 キ増

加 テ示 シ感染後7週ll二 至 リテ始 メテ盟 重増加

停頓 シノ減 少 シ來 リタ リ、

感染常 日 卜死亡常 ロ トノ盟 重 ノ差、即 チ艦 重減

少:il:ハAO動 物 ・F均88.2瓦 ナ ルニ封 シ結核菌

「Jク チゲ ン」動物 ハZF均 僅 カニ19.8瓦 二過 ギ

ズ シテ、此間顯 著 ノ差 ヲ示 シタ リ.

感 染當 ロ ヨリ死亡當 日一至 ル迄 ノ毎24時 間艦

重減少度 ハAO動 物 ニテハ1.3瓦 ナ リシニ封 シ

結核菌 「コ クチゲ ン」動物 ニ テハ僅 々O・2瓦 ナ リ

キ。

艦重100瓦 二 封 スル 臓器檜 量度(炎 衝性病壁進

行度)ハ 大盟 二於 テ結核菌 「コクチグ ン」群 ハAO

群 ノ1/,二 過 ギズ(第10表 テモ参照)。

以上 テ通観 ス レバ結核菌 「コクチゲ ン」4.0耗 ノ

腹腔 内注射 ニテ免疫 セ ラレタル海狽 ハ同一毒力

ノAO(3.0琵)2注 射3ラkタ を 海媒 三比を感

染程度 ハ牛減 セ シコ トテ認識 シ得。

實 験 第3AO4.5琵 結 核 菌

「コク チ ゲ ン」6.0耗 ノ場 合

所見 ハ第7表 及 ピ第8表 二示 サレタリ。

第7表AO4.5蝿 ノ腹腔内注射ニコル免疫数果

試 獣 番 號1翫4161NL417 N…181Nh419
____L

翫 拗1卒 均
　一 一-一 一『

29畑 髄 重 315
一3暖「 　 　

319 311 306 315.0

511V週 間 ノ培減1燈重 一71308 / 十11320 一81303 十61312 一4 .6

1211V週 間 ノ堆減ノ盟重 十19/327 / 十181338 十71310 十181330 十14.6

1911V週 間 ノ培減1盟重 十281355 / 十27!365 十321342 十171347 十29.0

2611V週 間 ノ増減1髄重 十101365 / 一71358 +111353 / 十4.6

31V週 間 ノ堆減1盟重 一21363 / 十121370 一81345 / 十 〇.7

・・1囎農縷 減1騒 十13/376 / 十21372 十141359 / +9.61369.0

171V週 間 ノ糟減1髄重 一141362 / 十81380 一61353 / 一4.0
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へ へ 　 へ 　 　　　

24/V週 間 ノYR減1饅 重i+13・375i/

311V週 間 ノ堆減!饅重1十1評392}「 一/

71VI週 間 ノ培 減1髄 重1-4/3881/

ll!VI週 間 ・堪 減/饅 重
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菌
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亥

チ
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左
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コ

ン
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9
帽
13

十60.0

372.0
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一一22 .0
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3.5
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3.2

0.9

0.007
(0.008)
21.5

6.1

0.030
(0.005)

5.1

1.5

0.017

(0.Oll、

1'感 染 當 日 ヨ リ死 亡 二至 ル マデ ノー 日李均 減

肚度.
2禮 重100瓦 二換 算 セ ラ レ 幻 レ臓 器培 鎚度

(感 染 ヨ リ死 亡 二至 アレ迄 ノー 日下 均 培 駐度)

()内 ・数 値 ハ死 亡時 臓 器 重 硅毎1.0瓦 二換 算

サ レタ'レ臓 器 培 量 度 即 チ臓 器 ノ罹 患 程度 ナ

リ

所 見 ノーE要ナル モ ノハ 第9表 ニー一一括 セラ レタ

リn

本 實験 ニテハ免疫元注射lll=ノ大 ナ リシ爲 メカ休

養期 間中雨群 各1頭 ノ死亡例 テ出 シタリ。 然 レ

共休養期間以後 ノ経過 二於 テハ好適季笛 二恵 マ

レテ能 ク長期 ノ飼養 二耐 へ何 レモ其 ノ観察 ラ全

ウ シ得 タ リ。

zF均 生存 日数 ハAO群 ノ60.0日=一 比 シテ結核

菌 「コ クチデ ン」群 ニテハ75.6日 ニ シテ15.6日

ノ延長 ラ示 シタ リ。

實験 第2ノ 所 見概括 二於 テ述 ベ タルガ如 ク、 同

一結核菌 ノ同一一畦テ以 テ感 染 セ ラレタ リシ無前

慮置健常海瞑 ノ生存 口数 ハ不均41.2ロ ナ リシ

ガ故 二AO注 射 ニ ヨ リテ延長 セ ラレタル 生存 日

数(AOノ 敷 果)ハ18.8日 ナル ニ封 シ、結核菌 「コ

クチゲ ン」ノ注射 ニ ヨリテ 延長 セラレタル生存

日撒(結 核菌 「コクチ ゲン」ノ数果)ハ 實 二34・4日
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ナ リ、即 チ感染 後生イ∫目数 ノ延長 ∴於 アハ結核

菌hク チゲ ン」ノ敷果 ハAOノ 敗 果 ノ34,4:

18.8;1.88:100自Pチ 糸勺1.9イ拓 二科1常 ・へ。

休 養期間中 ノ船重 ノ推 移ハ雨群 各1頭 ノ死亡例

テ'1ジ タル=1句 ラズ列をイゴヒ;ii・),51・{ノ辺」liU冊llぴ曾

減'卜均 ∴ テハ概 ネ増加 一1示シ、AO絢 狽 群 ガ第

1週 後 」ノ ミ減 少 テ示 セルー=過、ごズ。

亭均壇加:i:一 於 テハ 結核菌 「・1クチゲ 〉-iRV:ハ

AO群 ヨ リモ6.0瓦 グ'7大 ナ リv。

感染後船重 ノ推移 テ比較 スノt"一"AO群 ハ3週 ノ

終 リマデ、結核菌 「っ 〃チゲ ン」群 ハ4週 ノ終 リ

マデ増加 テ示 シタリ。

感染後膿重減 少ll}(感 染 當 ロ ノ慌 乖 ヨリ死 亡當

日 ノ禮重 テ 引 キ 去 リタルモ ノ)ハAOニ テハ

103.3瓦 ナ リシニ封 シ、 結核菌 「コクチゲ ン」ニ

テハ22.0瓦 、 又 タ感染 ヨリ死 亡マ デ ノ毎24時

間禮重減少度 ハAO動 物1・7瓦 ナルニ封 シ結核

菌 「コクチゲ ン」動物 ニテハ0.3瓦 ニ シテbAO

ノ免 疫数果 ハ此貼1二 於 テモ亦 タ結核 菌「コクチ

ゲ ン」ノ数果 ヨ リモ顯 著 二劣弱 ナル テ認 メ シム。

能重100瓦 二封 スル臓 器増 量(炎 症進行)度 二就

テ比較 スル=一、結核菌 「コクチゲ ン」群 ハAO群

二比 シ肺、肝 ハ約1/、、脾 ハ4/・,グケ小 ナ リ(但 シ

脾 ハ結核菌 「コ クチゲ ⊃」群中 一 重量10・3瓦 ナ

リシ異例 ノ肥大 ラ 呈 セル1例 ラ含 ミシガ故 二

AO群 トノ間 一 大 ナル 差 テ示 サ ・"リシモ ノナ

リ)。

結核 菌 「コクチゲ ン」6.O立毛テ以 テ免疫 セラレタ

リシ海瞑 ハ 同一・,{垂力 ノAO(4.5飼 …/注射海6冥二

比 シ冤疫 敏果顯著 二大 一 シテ相互 ノ免疫敬果 ノ

差 別 ハ實験 第2(AO川Ill:3.(,耗 、 結核菌 「コク

チゲ ン」用Il::4.0耗=同 一毒力)ノ 場合 ヨリモ更

ニー層著 明 ナルテ認 ム。

此 際實験 第2一 テハ冤疫赦果 ノー ツ ノ指標 タル

感染後生存 日撒 ノ延長 ハAO動 物24.8日 、 結

核菌 「コクチゲ ン」動物42.2日 ナ リシ ニ 封 シ本

實験(AO用 量4.5琵 、結核 菌 「コクチゲ ン」用量

6.0耗=同 一一毒力 ナル モ其 ノ強度3)一 テハ免疫

ノ数 果 タル感染後生 存 日撒 ノ延長 ハAO動 物

18.81】 、 結 核菌 「」クチゲ ン」動物34.4日_シ

テ何 レe前 實験 コリハ小 ナ リ。 是自ll王免疫元用9

Vll:過大;原 因 ・・ル免疫敏 果礎現 下行位相 ノ顯現

ナ リ。此際AO;一 テハ此 ノ下行位相 ハ結核菌 「コ

クチゲ ン」ヨリモ急迷 二蕨現 セル テ以 テ,前 逮 ノ

如 クr雨 者間 ノ赦 力 ノ7,:1tiec験 第2..於 ケル ヨ

リモ更 二 著明 一顯現 セ ラル ・二 至 リシモ ノナ

リ。 此 ノ～1`實ハ 即 チAOノ 作 用域(Wirkungs-

breite)ハ 結 核菌 「づ クチゲ ン.iヨリモ小 ナル コト

ラ物 語 ルtノ ナ リ。

全 寳 験 結 果 ノ絡 括 鎧5血 中 産 生

増 容 素 ノ値 ト活 働 性 免 疫 程

度 ト ノ相 互 關 係

全實験結果 中二於 テほ)試 獣感染後 ノ生存 日薮

(2)盟 重減 少度13)左 右 肺(不 均)(4)肝 及 ビ

(5)脾 ノ増量(炎 症進行1度 ノ5項riテ 指 標 トシ

テAO動 物 ト結核菌 一コ クチゲ ン」動物 トテ比

較 シ、同時 二第5報 二示 サ レタルガ如 ク、免疫

元腹脇 内注射後5週 間 テ 経過 セル時(感 染前1

週 間)ノ 血 中抗結 核菌培容卒 ノ増 加程度 ラ封比

セルニ第10表 テ得 タリ。

以 上 ノ所 見二櫨 レバAO3.0耗 、 結核菌1一コク

チグ ≧」4.O妬(以 上同一一毒 力二三ヱ 且7毒 力 乙

強度 ハ2ナ リ)ノ 場合 二 於 テ 活動性免疫程 度 △

総 テ ノ指標 二就 テ観 ルモ相一致 シテ最大 ナ リ。

而 シテ此 ノ最大免疫獲得 ノ場合 二於 テAO動 物

ノ免疫 程度 ヨリモ結核菌 「コ クチゲ ン」動物 ノ冤

疫程度 ノ方 ガ下記 ノ如 キ割合 二於 テ著明 二大 ナ

■ キ。

(1)感 染 後 ノ生存 日敷 ノ延長 ニテハ 「コ クチゲ

ン」AOノ 数果 ハ42.2:24.8=1.7:1.0 。

(2)感 染 ヨリ死亡 マ デ ノ罷重減少度 ・;テハ「コ

クチゲ ン」:AOノ 数 果 ハ1/0.2:1/1.3=6.5:

1.0。

(3)左 右 肺 ノ李均増量(炎 症進行)程 度 ニテ「コ

クチゲ ン」:AOノ 数 果 ハ1/0.004:1/0.008=

2.0=1.0
⊃

(4)肝 ノ檜 量(炎 症 進 行)程 度 一 テ ハ 「コ ク チ グ

ン」:AO/i敷 果 ハ1/0.028:1/0.05=1.78;1.0 。.
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第10表 同一毒力 ノAOb結 核繭「コクチYンJト ・免疫1敗果 ノ比較並二活働性抗結核

免疫程度 ト血中産生抗縞核菌容素量 トノ關聯

可 槍 抗 原 琶 別

AO

結 核 菌 「コ クチ デ ン」

血中産生増

服 蛭憶 力食 糠 且(1)

FO

一〇

-

り
」

AO

結 核菌 「コ クチ ゲ ン」
3・-o

AO

結 核菌 「コ 〃 チ ゲ ンジ

4.0卜
一一

}4.5

6.0

1

ウ
、

3

1(培容肇ノ増加崔度)

一論

腰 一

器

正
闘

H

テ
・

8
・
3

右亙

徽

54.2

58.0

㏄.0

83.4

60.0

75.6

働 性 免 疫 程Jk(2)

1腱鱒 少1彊轡li髪鵠 儂鴨
1.9

乳・5

1.3

0.2

1・7Q・01510・060

0.30.007

0・{D1塾10・06010・ 吐,17

1瀞1:鰯il揚
0・0040・028ip・ 唖

・0 .021

0.03010.017

(1)免 疫 元 注 射 後5週 間 経 過 セ ル時 ・血 清 中 二産 生 セ ラ し居,レ培 容 素 ノ硫 ヲ場 容 奉 ノ培 加 程

度 ヲ以 テ 表 示 ス。

(2)免 疫 元 注 射 後6週 問 経 過 セ ル時 二結 核 菌 ノ感 染 ヲ行 ヒタ リ。

(3.感 染 當 日 ヨ リ死 亡 マ デ ノ日数 。

(4'死 亡 當 日 ノ髄 重 ノ減 少 ヲ生 存 日数 二割 當 テ タ,レモ ノ。

(5)盟 重100瓦 二M7・,vSU器 重 量 ・毎1日 堆 加 量r病 愛 進 行 度 、 但 シ肺 ニ テ ・・左 右肺 ノ卒 均

(5)脾 ノ檜量(炎 症進 行1程 度 ニテハ「コ ケチゲ

ン」:AOノ 数 果 ハ1/0.009:1/0・020・=2.22:

1.0。

以 上 ノ事實 テ感染前1週 間 二於 テ探取 シタル血

清 ノZF均 抗結核菌檜容卒 ノ増加程度 ト比較 スル

ー、同 ジクAO3.0耗 、 結核菌 「コ クチゲ ン14.0

耗 テ以 テ免疫 セラレタル試駄群 二於 テ最大 ニ シ

テ、且 ツ其 ノ程度 ハAO動 物 ニテハ0.05ナ ル

ニ比 シ、結核菌 「コクチゲ ン」動物 ニテハ0.09ニ

シテ、0.09:0.05=1.8:1ノ 比 二 於 テ 結核菌

「コクチゲ ン」動物 ノ方 ガAO動 物 ヨリモ大 ナル

増溶率 テ示 シタ リ。

以上 ノ封比考察 ニ ヨリテ下 ノ事項 テ認識 シ得。

1.血 中産 生抗結核菌 増容素 ノ増加程度 ト活働

性免疫程度 トハ相互 ニー致連行 スルモ ノナ リ。

換言 ス レバ血中産 生増容素 ノ大小 ハ獲得 セラレ

タル活働性免疫程 度 ノ大小 二準 ズルモ ノナ リ。

印 チ此 ノニ者 ハ 免疫學 上同格 的lidentisch)ナ

2.。

2.AOら テ モ、結核 菌 「コクチゲ ン」ニテモ、

一一定用量以上 トナル時 ハ 免疫 ノ数果(檜 容 素 ノ

産生 ≧テモ、 活働性見疫程度 ニテモ)ハ 却 テ減

弱スルモ ノナ リ。

3・ 故 二最大 ノ免疫獲得程度 テ惹起 スルニ必要

ナ'・好適免疫元量 ハ 必 ズー定 シ 監・}ルモ ノニ シ

テ、免疫元 テ注射 ヘレバ スル程 多々往 々免疫獲

得程度 が向上 スル次 第 ニテハ非 ザルモ ノナ リ。

過多 ノ免疫元用量 ニ ヨリテ免疫 ハ却 テ減弱 スル

モ ノナ リ
o,

4;此 ノ最大免疫程度 ノ獲 得 二於 テAOノ 数果

ハ明 白二結核菌 「コ クチゲ ン」ノ数果 ヨリモ小 ナ

ルモ ノナル コ トガ確 謹 セ ラレタ リ。

増容 素産 生程度 ハ活働性免疫 程度 トー致 スルモ

ノナル ガ故 二試 ミニ増容素産 生程度 ノ大 ナル モ

ノヨ リシテ順次 二小 ナルモ ノニ至 ルマデ列記 ス

レバ下 ノ順位 トナル。

結核菌 「ークチゲ づ4.0耗(0.09)〉 結 核 菌「コク

チゲ ン」6.0琵10.071>AO3.O立 毛kO.〔151>結 核

菌 【]ク チグ ン」2.0琵(0.031>AO4.5耗 〔0.02)

>AO1.5琵(0.01)。

即 チ最大作 用域 ・・AOニ テ・・3.0耗 ・・デナ リシ

モ、 結 核 菌 「コ ク チ ゲ 〉)ニ テ ハ4.0立 毛 ナ リ。 而

シテAOニ テ成 シ邉iゲ得 ル最大免疫程度 ヨ リ

モ、結核菌 「コ クチゲ ン」ニテ達 成 シ得,レ最大免

疫程度 ノ方 ガ顯著 二大 ナ リ。換言 スレバ結核菌

「ゴ クチゲ ン」ハAOヨ リ モ輩 二作 用域(Wir・-

kungsbreite)大 ナ ル ノミナ ラ ズ、 其 ノ数果 モ

亦 タ顯著 二大 ナルモ ノ+リ,
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以上 ハAOト 「コクチゲ ン」乃 至 「イムペヂ ン」含

有 結核 菌製剤 ト「コクチグ ン」トニ關 スル先人 ノ

結

1.AOト 結 核菌 「コクチゲ ンJト ニ就 テ其 ノ含

有石炭酸最 テ正確 二同一程度 ∴補正 シ、健幣 「マ

ウス」及 ピ海狽 二就 テ雌力 テ検 シタルー、其 ノ

比 ハAO:結 核 菌 「コ クチゲ ンJ・4:3ト ナ リタ

リft

2.AOト 「コクチゲ ン」トノ用量 テ3:4ノ 比A

加 減 スル コ トニ ヨリテ毒 力 ノ張度 テ1、2及 ビ3

二璽化 シテ、健 常成熟 海狽群 テ腹腔 内注射 ニ ヨ

リテ免疫 シ(1同 限 リ注射)、5週 間後 二血清 ノ

抗結核菌壇容率 テ、健常海狸血清 二比 シ塘 加程

度 トシテ検査 シタルニ下 ノ順位及 ピ値 テ示 シタ

リ。

「コクチゲ ン」4.0琵(0.09)〉 「コクチゲ ン」6.0耗

(0.07)>AO3.0琵(0・05)〉 「ー クチゲ ン」2.0琵

(0.03)>AO4.5耗(0.02>>AO1.5琵(0.01)。

3.他 方 同一試 獣 ノ免疫後6週 間(檜 容反慮検

査用探血後1週 間)一 テ、 標準結核菌液 一定量

(0.OOO35va)テ 腹 腔 内へ 注射 シテ感染 セシメタ

ルニ、 生存 日撒、盟重減少程度、肺 ・肝 ・脾 ノ増

量(炎 症性攣 化)進 行度等 凡 テノ指標 二於 テ相 一

致 シテ最大免疫 ハAOニ テハ3.0耗 ニ テ、「コ ク

チゲ ン」一テハ4.0耗 ニ ヨ リテ獲得 セ ラレタリ。

4.此 際AOテ 以 テ ノ最大免疫程度 ハ 「コクチ

ゲ ン」テ以 テ ノ最大免疫程度 ノ約1/,ナ リキ。即

チ例 ヘバ生存 日撒 ノ延 長度 ニテハ1.7倍 、 肺 ノ

増量 度 ノ減弱 ニテハ2倍 、肝 ノ増量度 ノ減弱 ニ

テハ1.8倍 、 脾 ノ増量度 ノ減弱 ニテハ2.2倍 ノ

比較研究結果 トモ全 クー致 スル所 ナリ(林茂,武

野周一、慕 ノ梅武夫、奥村吉文論文参照)。

論

菟疫獲 得程度 ノ増 張 テ立護 シ得 タリ。此際脾 ノ

恥 壁程度 ノ差異 ハ コクチグ ン」ノ免疫敷果 ガ

AOヨ リモ大 ナル コ トノ判定 二向 ツテ最 モ有力

ナル根櫨 トナルモ1ナ リ(第1報 参照)。

5.以Lノ 立蹴 一 ヨリテ増 容素 ノ血中産 生 らテ

モ、或 ハ自働免疫 ノ獲 得程度 ニテモ、何 レモ相

一致 シテAOヲ 以 テ達成 シ得 ル最大免疫数果 ヨ

リモ「コ クチグ ン」ラ以 テ到建 シ得 ル最大免疫程

度 ノ方 ガ約2倍 グケ大 ナルモ ノナル コ トガ立謹

セ ラレタ リ。

6.増 容 素 ノ血 中産 生値 卜活働 性免疫 程度 トハ

全然一致連行 スル モ ノら シテ抗艦 ノ産 生 ト活働

免疫 ノ登現 トハ同格 ナル モ ノナ リ。是 レ結核免

疫 二限 ラズー般免疫學 上 ノ通則 ナ リ。

7.結 核菌 二關 スル免疫元 二 就 テモ亦 タ『最大

免疫獲得」二向 ツテ ハー定 ノ好適用量 ガ定 マ リ

居 ルモ ノーシテ、此 ノ用量以上 二免疫元 ノ使 用

彙 テ」曾加 スル時 ハ却 テ免疫敷果 ハ下降 スル モノ

ナ リ。 是亦 タ見 疫學 上 ノー般的原則 ノー登現 ナ

リ。 此 ノ好適量 ハAOニ テハ3.0髭 、 「コクチ

グ ン」ニテハ4.0耗 ナ リ。 即 チ「コクチグ ン」ノ

作用域 ハAOノ 作用域 ヨ リモ明白 二大 ナルモ ノ

ナ リ。

8・ 以上ハAOト 「コクチグ ン」トノ免疫数 果 ノ

差 別 ニ シテ、 「イムペ ヂ ン」合有抗原(AO)ハ 無

「イムペ ヂ ン」抗原1「 コ クチゲ ン」)二比 シ免疫元

性能働力小 ナル コ トノ確謹 ナ リ。




